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フラッグフットボール（以下フラフト）は、アメリカンフットボールを教材化したタッチフットボール（タオルを取
る代わりに、背中にタッチする。）が元になっています。戦後の1946年、駐留米軍ピーター・オカダ、オダノと
いう二世の軍人が指導したのがきっかけとなり、関西の中学を中心に広がってきたと言われています。その
後、日本フラッグフットボール協会がルールを整備し、そのルールの下で、現在、様々な大会が開かれてい
ます。この協会が設立されたのが2008年なので、歴史の浅いスポーツだと言えます。

フラフトは1990年代以降、体育の民間研究団体で盛んに実践されてきた教材でした。小学校を中心に、支
援学校などでも広く実践されてきました。プレイが一回一回途切れるので、支援を必要とする子どもたちにも
動きが分かりやすく、車いすを使う子どもたちも一緒にゲームを楽しんでいました。ただ、当時の学習指導要
領にはなかったので、限られた学校でしか行われませんでした。体育の研究授業などでも実践されたのです
が、その度に、「学習指導要領にないことをしていのはどうか」と指導主事から批判を受けたものです。
しかし、子どもがこれだけ熱中して取り組み、運動嫌いな子どもも積極的に楽しめる教材であることは間違
いなく、このような状況を文科省も看過できなかったのでしょう。ついに学習指導要領にも登場することになっ
たのです。その後、フラッグフットボール協会が設立され、学校に用具を配布することなどもフラフトが全国的
に広がっていく大きな力となったと言えます。

フラフトは、自由な発想の下、現場の実践の積み重ねがあり、学習指導要領にも例示されるようになりまし
た。いわば、現場の実践が学習指導要領を変えていった典型的な教材がフラフトであると言えます。

フラッグフットボールとは



フラッグフットボール (以下フラフト) は、アメリカンフットボールのタックルの代わりに、腰につけたフラッグをとる
ようにしたゲームである。 ボール保持者がフラッグをとられずにどこまで進めるか、作戦を立ててせめぎ合うおも
しろさが備わっています。

特別な技能を必要とせず、どの子も参加しやすい
フラフトは、ドリブルや特別なシュート技術が必要ないため、 どの子も参加しやすいと言えます。守りの場合、フ
ラッグ（タオル）を取ることだけが目的なので、分かりやすいです。

攻防入り乱れない
攻防が入り乱れないため、攻めと守りの関係がわかりやすく、学習しやすいという特徴をもっています。そのた
め、守りを予想して、その守りの裏をかく攻めの作戦をつくったり、守りをだます作戦を考えたり、逆に攻めを予想
した守り方を考えて試したりできるおもしろさがあります。

戦略的なおもしろさ
ボールゲームでは「得点」に関わって、結局は「ゴールがすべて」になってしまうことがあります。その点フラフト
では、一回の攻撃で得点を競うのではなく、○回の攻撃でどれだけ進めたか?という陣取りのような『ダウン制』 の
ルールがあり、 「みんなで」 積み上げていくおもしろさが味わえます。（高学年以降の学習）

攻めと守りの関係を理解しながら学習を進めていくことで、 勝ちか負けかという相対的なものだけではなく、 読
み合ったり、うまくなったことを評価し合ったり、 「みんなで楽しむ」というおもしろさへとつないでいける教材とも言
えるでしょう。

フラッグフットボール教材の特性



フラッグフットボールのねらい

学習のねらい
<できる>
・空いている空間を見つけたり、意図的に空間を作っ
たりして、前に進むために必要な動き方ができる。
・攻撃する２人のコンビネーションや、その攻撃を防
ぐ２人のコンビネーションなどの基礎的な技術を身に
付けることができる。

<わかる>
２人での攻めで、空間のつくり方や、作戦を成功させ
るためのそれぞれの役割とポイントがわかる。 また、 
それを防ぐためにはどうすればよいかがわかる。

<学び合う>
・グループの仲間と観察ポイントや作戦図を見合って、 
原因や修正点を探り、 どうしたらうまくなるか (できる
ようになるか)を互いにアドバイスし合うことができる。

学習の進め方

・フラフトには、ランプレイ、パスプレイの作戦を中
心にゲームを行い、更にダウン制を用いたゲーム
へと発展していきますが、中学年では、ランプレイ
を中心にした内容で構成します。

・ランプレイでは、フェイントやハンドオフなどの作
戦を理解した上で、一人一人がどのように動けば
成功につながるのかをゲームを通して見つけます。

・空いた空間を見つけ、ボールを持った人がそこ
に走り込んでいくためには、他の人の助けが要り
ます。そのためは他の人はどのような動きをしな
ければならないのか、全員でプレイすることの必
要性がゲームを通して分かってきます。



学習内容（全15時間） ※３年生の内容（ランプレイ） 教材・教えたい内容など

１ オリエンテーション グループ分け コート・準備物の確認 フラッグの付け方 しっぽ取り

２
３
４

インベーダーゲーム 4:4

･ボールを持たずに空いた空間を見つけて走る。

（攻）空いた空間を見つけて走る。（守）走路を防ぐ。

･一人に一つボールを持つ。

５
６

王様インベーダーゲーム
4:4

･王様だけがボールを持つ。他の人がどのようにしたら王様が進めるの
かを考える。

７ ランプレイ 2:1 ･ガードの動き、プレイ前の作戦の確認

８
９

ハンドオフ 3:2
･プレイ前の作戦の確認
（QBが誰にボールを渡すのか、渡さないのか、右か左か）

10 ランプレイのまとめ 3：3
・これまで学習してきたラン、フェイントラン、ハンドオフの作戦を
ゲームで試す。

11
12
13
14

まとめのゲーム
リーグ戦または学年交流戦

王様インベーダーゲーム
4:4

・ラン、フェイントラン、ハンドオフの作戦をゲームで試す。
・グループのそれぞれのメンバーが得意とする作戦をゲームで試す。

⇓
よりよい作戦に

15 感想とまとめ 授業を振り返り、まとめの感想を書く。



① オリエンテーション

フラッグフットボールの準備

【フラッグ】
・フラッグフットボール用のタグが市販されています
が、小学生には取りにくいです。百均の小タオルが
取りやすいのでお勧めです。
・タオル（１人２枚）は絵のように、片端をズボンの中
に入れ、腰の両側からタオルが垂れるように出して
おきます。タオルの端をひざの高さに合わせます。

【コート】
・15ｍ×15ｍのコートを使用し
ます。図では２点ライン、３点ラ
インを用いていますが、実践に
よっては２点ラインのみ、また
は１点のみという場合もありま
す。

【ボール】
・「ボール」は楕円のアメフト用の
ボールを使用します。０号ドッジ
ボールなど、小さくて相手にも見
えないくらいのボールが望ましい
です。運ぶときは、わきにしっか
り抱えて走ります。



② インベーダーゲーム1
※ボールを持たずにしっぽ取り



③ インベーダーゲーム２
※ボールを持たずにしっぽ取り



④ インベーダーゲーム３
※一人が一個のボールを持つ。



⑤ 王様インベーダーゲーム１



⑥ 王様インベーダーゲーム２



⑦ ２：１のゲーム ラン

今回からＤＦの位置が両手を広げた分となります。

両手を広げた分はなれる



ガード

ＱＢ

ＤＦ

ガード

ＱＢ

ＤＦ

ラン左 ラン右



ガード

ＱＢ

ＤＦ

ガード

ＱＢ

ＤＦ

フェイントラン右 フェイントラン左



⑧⑨ 「３：２」のゲーム ハンドオフ



ハンドオフ右 ハンドオフ左 ハンドオフなし
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⑩ ランプレイ まとめのゲーム

３:３のプレイ

ハンドオフしない
でラン右



⑪～⑭ まとめのゲーム（リーグ戦）王様インベーダー４：４



⑪～⑭ フラッグフットボール 学年交流戦

（時間に余裕のあるとき、またはリーグ戦の代わりに）

※４クラスの場合

【ゲーム】

・せめの４人が３回連続攻撃して、そのまま守り
にも参加する。
・裏表の攻撃が終われば、メンバーチェンジする。

・裏表の攻撃があるが、時間が来たらその時点
でゲームは終わる。但し、１ゲームの合計 点で
勝敗を決める。

・先攻チームが得になるので、例えば、前半が１
組なら後半は２組から始まるようにする。

・ゲームは、必ず平等に出場できるようにする。
（同じ者が何度も出ない。）

【プレイ場面】

・教師の笛の合図ではなく、ＱＢ（ボールを持って
いる人）のかけ声でゲームが始まる。「セット・レ
ディー・ゴー」の「ゴー」でゲームが開始。

・守りのチームは、両手を広げた間隔で対峙す
る。

・守りのチームのフォーメーションは、攻めの
チームの形に合わせる。（鏡になる）
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